
新学習指導要領における 

学習評価の在り方 

１ 単元における学習評価の進め方 
  単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり、以下のように進めることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の作成方法 
  小学校学習指導要領 第 5 学年Ｂ 生命・地球「（２）動物の誕生」を例に、次に示した学習指導要

領の記述形式を踏まえて、単元の評価規準を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校理科 

○主体的に学習に取り組む態度 

理科の目標を踏まえて作成されている

「評価の観点及びその趣旨」に示された

「進んで関わり、粘り強く、他者と関わりな

がら」、「学んだことを学習や生活に生か

す」を基に設定します。 

評
価

進

方 

(Ａ) 

➀ 

② 

Ａ：「内容のまとまり」におけ

る学習の対象 

➀：知識及び技能 

②：思考力，判断力，表現

力等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○評価規準に基づいた評価 
設定した評価規準について、➀粘

り強く、他者と関りながら問題解決し
ようとしているか、②学びを学習や生
活に生かそうとしているかを、ノートや
レポート等の記述、授業中の発言、教
師による行動観察等を活用すること
が考えられます。 

また、ポートフォリオを活用すること
も考えられます。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

Ｐｏｉｎｔ！ 

・1、２については、学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解 
説、児童の実態、前単元までの学習状況等を踏まえる。 

 
・３については、１、２を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。 
・どのような評価資料を基に、「おおむね満足できる」状況（B）と評 

価するかを考えたり、「努力を要する」状況（C）への手立て等を考 
えたりする。 

 
・３に沿って観点別学習状況の評価を行い、児童の学習改善や教 
師の指導改善につなげる。 

 
・５については、集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、 
観点ごとの総括的評価（Ａ、Ｂ、C）を行う。 



３ 単元の評価規準【主体的に学習に取り組む態度】 

①  動物の発生や成長についての事物・現象に進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決しよう

としている。【態－①】 

②  動物の発生や成長について学んだことを学習や生活に生かそうとしている。【態－②】 

 

４ 単元の指導計画及び評価の具体的な場面（一部） 

  ３の評価規準に基づき、「主体的に学習に取り組む態度」の評価場面や評価方法が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《実際の児童の姿で見てみましょう》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察や記述分
析（ノートやレポートの
記述）等の方法を用い
て、児童の実態をしっ
かりつかむことが大切
だね。 

記録の総括の時期としては、単元末、学期末、学年末等の節目が考えられるよ。評価に係る記録が複数ある
場合は、次のような方法があるから参考にしてね。 

〇 評価結果の A、B、C を数値に置き換えて総括する場合 
〇 評価結果のＡ、B、C の数を基に総括する場合 

その他にも、さまざまな方法が考えられるよ。 
大切なことは、評定への総括の考え方や方法は、教師間で共通理解を図り、児童及び保護者に十分説明し

理解を得ることだね。 

（中略） 

態度－➀の評価に着目します 
次のような児童の姿を見取りましょう 
➀「進んで関わろうとしている」 
  自分が育てているメダカや卵の様
子を継続観察する中で、日々の変化
に喜びを感じたり、必要な世話をした
りしながら愛情をもってメダカや卵に
関わろうとしているか。 
②「粘り強く解決しようとしている」 
  メダカの卵の様子を、実体顕微鏡
等を用いて継続観察し、その変化を
記録したり、友達のメダカの卵の様子
と比較したりしながら、卵の成長過程
の特徴をとらえようとしているか。 
③「自分の考えを見直している」 
  メダカの卵の成長過程について、
学習前や予想の段階での自分の考
えや方法を振り返り、観察結果や友
達との交流を基に見直そうとしている
か。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

 
 

 
 

メダカが卵を産んだよ！ 
・どんなふうに育つかな？ 
・既習（インゲンマメの育ち

方）等をもとに予想しよう。 

自分の「卵」を観察しよう 
・卵に変化が見られたよ。 
・友達の卵は孵化したよ。自分の卵を

もっと観察したい！ 

観察結果をまとめよう 
・予想していたのとちょっと違ったな。 
・友達と話し合うことで、よりよいまと

めになったよ。 

学習へ取り組む行動を観察し、評価

する    ※Ｐｏｉｎｔの➀、② 

振り返り、修正の姿や記述から

評価する   ※Ｐｏｉｎｔの③ 

学習前後の児童の変容を見取って

評価する   ※Ｐｏｉｎｔの③ 


